(公財)日教弘教育研究助成事業募集期間延期

令和8（2026）年度　和歌山支部　日教弘教育賞・教育実践研究論文募集要項

この事業は日教弘教育賞実践論文の募集と合わせて、和歌山県下のすぐれた教育実践を募集し、和歌山支部の各賞を選考し助成を行う事業です。
令和8年度は下記要項のとおり実施しますので、積極的な応募をお待ちしています。

1．主催　公益財団法人　日本教育公務員弘済会　和歌山支部（以下、当支部と表記）
　 後援　文部科学省　
2．助成要件
（１）助成の趣旨
学校教育の向上発展に寄与する優れた教育実践研究論文を対象とします。

（２）助成の対象にならないもの
①　公的機関、研究会、市販の図書・教育誌等に既に発表した内容のもの。
　②　他団体に応募（推薦含む）済みの内容のもの。
③　日教弘教育賞応募後、選考中に発表したもの及び他団体に応募（推薦含む）した内容のもの。
④　他団体の助成金を得て行った研究・活動の内容のもの。
⑤　海外（在住または勤務）から応募したもの。
⑥　生成AIを用いて作成したもの
⑦　過去5年以内（令和3年度～令和7年度）の日教弘教育賞受賞校、受賞者。（学校部門・個
　人部門を問わず応募できません）
※ 応募論文は、未発表のものに限ります。
※　学校外で行われる教科別協議会などで発表された公開授業等を含む内容の実践論文は支部応募論文として応募できますが、本部日教弘教育賞の対象にならない場合があります。詳細はお問い合わせください。
※ 内容が類似したものであれば、論文の様式でないもの（申請書・レポート等）であっても入賞の
有無を問わず応募済みとみなします。
※ 過去に類似した内容で発表または他団体に応募済みのものは、下記の条件を満たすもののみ対象とします。
ⅰ　新たな内容に主軸を置いているもの（内容に差異がないもの、前段である研究・活動に
紙幅を割いて新たな内容を数行追加しただけのもの等は対象外とします）
ⅱ　過去に応募した書類を提出できるもの（選考委員会でも確認します）
※ 日教弘教育賞応募後、推薦を受けて他団体に応募した場合も入賞の有無を問わず対象外となります。すみやかに支部あてにご連絡ください。

（３）募集対象　(①学校部門(団体を含む)､②個人部門(研究グループを含む)の2部門)
①　学校部門　　国･公･私立の幼･小･中･高･特別支援･高専等の各学校及び教育機関等並びにそこに勤務する教育関係者で組織する教育研究団体
②　個人部門　　上記の学校や教育機関等に勤務する教育関係者個人及びそれらの人々で組
織する研究グループ等
［教育関係者とは各都道府県市区(特別区を含む)町村等に設置された国･公･私立の学校､その　
他の教育機関に勤務する教職員及びこれに準ずる者]
※ 学校部門は校長が応募者となります。
※ 他の教育機関等から学校部門として応募する場合は、機関の所属長が応募者となります。以　
下、「校長」を「機関の所属長」と読み換えてください。
※ 応募は1名につき1編とします。同じ年度内に複数の論文に応募することはできません。
　（学校部門と個人部門それぞれ応募することや、グループの一員として複数の論文に応募す
　ることも不可とします。）
※ 応募の際、住所・氏名・生年月日・性別・電話番号等をお聞きします。詳細は別紙「応募者
　調査書」をご参照ください。
※ お聞きした個人情報は、本事業に関わる目的にのみ使用し、他の目的には使用いたしません。

（４）募集期間（支部締切）
令和8年４月１日（水）～令和8年9月15日（火）　　9月30日　とします。　　

（５）スケジュール
令和8年 10月中旬　支部選考実施、支部各賞の決定
10月中旬～11月　支部最優秀賞(本部推薦)以外の受賞者への助成金贈呈式
令和６年 12月下旬　本部一次選考実施
令和9年  1月中旬　本部二次選考実施
2月下旬　本部受賞結果通知
3月中旬　日教弘教育振興事業助成金贈呈式開催

（６）応募方法
提出書類：　「応募用紙」「要旨」「論文」
　　当支部ホームページ「申請書その他ダウンロード」ページよりファイルをダウンロードし、提出してください。
https://www.nikkyoko.or.jp/company/wakayama/dl.html
　論文応募の様式は日教弘教育賞と同じです。詳細は日本教育公務員弘済会のホームページで ご確認ください。　　https://www.nikkyoko.or.jp/business/research/index.html

① 研究主題
論文の主題は、「学校の実態を踏まえ、明日の教育を考える」という立場から応募者が具体的な
研究主題を決めて論文をまとめることとします。

② 用紙及び論文量
論文の作成は原則としてワード等を使用し、下記の様式で提出してください。
（ア・イともに必須。）
ア 要旨
＊ 様式
・48字×43行×1段組×Ａ４判1ページ横書き
（フォントサイズ10.5・MS明朝体とする）
＊ 記載項目
　　・ 応募者（学校部門は校長）の所属学校、役職、氏名
　　　・ 研究主題
　　　・ 研究副題
　　　・ 研究の要旨（論文の内容をまとめたもの）
　　　　　イ 論文
＊ 様式
　　・24字×43行×2段組×Ａ４判4ページ横書き
（フォントサイズ10.5・MS明朝体とする）
≪応募者記載欄≫
・ 1ページ目1～6行目（段組み左右・2段分）に記入する。
※ 1ページ目の行数が様式に沿う（43行）場合のみ、フォントサイズの変更可能
（フォントサイズ10.5～12程度）
・ 記載事項は研究主題、副題、応募者の所属学校、役職、氏名とする。
※ 学校名は都道府県・市区町村（町立・村立の場合は郡も）を含め、正しく記載し
てください。
※ 学校部門の応募者は校長に限ります。
※ グループの応募者はグループの代表者に限り、所属学校を　グループ名に換えて
応募することも可能です。
≪本文≫
・ 2段組で記入する。
・ 1ページ目7行目（左段）～4ページ目43行目（右段）の中に本文及び図表・写真
等の資料を収める
※ フォントの大きさを上記以外にすると、設定が正しくても、字　数・行数が様式と
異なって表示されることがあります。
印字した際の字数・行数の様式が正しい場合に限り、フォントの大きさが上記と異
なっても不問といたします。
※ 上記と異なる様式・不備がある状態で応募した場合、選考の対象外となることがあ
ります。ホームページで様式を確認してください。
※ 要旨及び論文に記載する氏名・所属学校・役職・研究主題等は、不一致がないようにしてください。

③ 論文の書き方
ア 論文は横書きとします。
イ 文字は常用漢字、現代かなづかいを使用してください。
　※ 学校部門は校長が応募者となりますが、他に校長以外の担当者
（執筆責任者・執筆担当者 等）がいる場合は、論文の文末に記載することができます。
（例　執筆責任者　教諭　○○　○○）
④ 小見出しや文章の書き出しの前は、ひとマスあけてください。
(レイアウト等については日教弘ホームページ(www.nikkyoko.or.jp)の例を参考にしてください。)

⑤ 図表・写真等の資料の留意事項
掲載する図表・写真等の資料は、「教育研究集録」作成時に見やすいように配慮してください。
全体でＡ４判1ページ程度以内の分量に収めてください。あくまで補足資料であるため、論文
の内容は本文に記入してください。　　
　
提出方法
・提出先：当支部申請用メールアドレスへお送りください。
アドレス：　w-kjyosei @wkn.or.jp　
・件名： 「学校名または氏名＋教育賞応募」としてください。
（例：〇〇小学校　教育賞応募 ／ 山田太郎　教育賞応募）
※ 申請書を受理した後、受付完了メールを返信します。必ずご確認ください。
※ 郵送での受付はできません。必ずメールにてご提出ください。

3．助成内容（表彰及び助成金）
　　　　　和歌山支部最優秀賞   本部推薦　３編（本部推薦論文の対象にならない場合5万円）
　　　　　　和歌山支部優秀賞     ３万円　　２編
和歌山支部奨励賞　 　１万円　　３編
和歌山支部参加賞　 　５千円

※本部日教弘教育賞（表彰及び助成金）　
優良賞…… 30万円（学校・団体）
15万円（個人）
奨励賞…… 10万円（学校・団体）
5万円（個人）

最優秀賞…… 50万円（学校・団体）
30万円（個人）
優秀賞……… 40万円（学校・団体）
20万円（個人）






4．選考方法、決定と通知、選考基準、日教弘教育賞への推薦
（１）選考方法
①　学識経験者、教育関係者等で組織する支部選考委員会の選考後、幹事会の議を経て支部長が　
決定します。
②　選考結果は、当支部ホームページ「トピックス」に掲載します。（10月下旬）
　　支部賞該当者にはその後、贈呈式を行います。
なお、受賞の理由、選考に関わる問い合わせには回答しません。

（２）選考基準
日教弘教育賞の研究主題　「学校の実態を踏まえ、明日の教育を考える」との立場からまとめた
論文であること
　　観点1
①　現代の教育課題を適切に取り上げているか
②　教育課程上適切に位置づけられ、授業の改善に資するものとなっているか
③　子どもの主体的な変容・発達の姿が見られるか　
④　理論と実践が一体となった研究であるか　
⑤　その研究内容は価値が高く、他の学校でも活用できるか　
観点2
　　①　論旨や意見は明確であるか
　　②　論文の展開や文章の構成は筋道立っているか

（３）日教弘教育賞への推薦
全部門の中の本部教育賞の対象となる論文から上位３編を日教弘へ推薦します。ただし、過去５年以内（令和3年～令和7年度）に推薦を受けた学校・団体・個人等は部門を問わず除きます。なお、研究グループは「個人部門」として扱います。
表彰及び助成額は次の通りです。
　　　最優秀賞（2編）：学校・研究団体50万円または個人・研究グループ30万円
　　　優秀賞（6編）：学校・研究団体40万円または個人・研究グループ20万円
　　　優良賞（8編）：学校・研究団体30万円または個人・研究グループ15万円
　　　奨励賞（上記外論文）：学校・研究団体10万円または個人・研究グループ5万円
※推薦の際、住所・名前・生年月日・性別・電話番号等をお聞きします。
※最優秀賞・優秀賞・優良賞の該当者については、東京で表彰式を行い贈呈します。
なお、表彰式に出席しない奨励賞該当者については、和歌山支部から贈呈します。
詳しい日程等については、該当者に別途案内します。
※日教弘教育賞研究集録を刊行し、教育の振興に役立てます。支部の最優秀賞・優秀賞・奨励賞の該当論文については全文を掲載します。

5．その他
　　応募された原稿の版権は当支部に所属します。

〈個人情報の取扱について〉
・  申請書に記入された個人情報は、選考及び選考結果の通知のために使用します。
・  助成が決定した場合は、申請書に記入された助成対象者・団体の名称及び助成対象論文の内容を、ホームページ・論文集等で公表します。

6．論文の送付先及び問い合わせ先
公益財団法人　日本教育公務員弘済会　和歌山支部

〒640-8281
和歌山市湊通丁南１－６－２（イキシアわかやま１Ｆ）
担当：丸山　珠紀
Tel 　073-421-7881　/ 　Fax　073-488-7202 
申請用Email   w-kjyosei@wkn.or.jp 
URL : https://www.nikkyoko.or.jp/company/wakayama/index.html
